





































































































1 柳田國男 「津久井の山村より」 『土俗と伝説』 1 巻 1 号，大正 7 年 9 月
2 柳田國男 「相州内郷村の話」 『三越』 8 巻10号附録，大正 7 年10月（同年 9 月
8 日講演）（柳田國男『郷土誌論』郷土研究社，大
正11年所収）




『都会及農村』4 巻11号，12号，5 巻 1 号，2 号，
大正 7 年11月，12月，8 年 1 月，2 月（『郷土誌論』
郷土研究社，大正11年所収）
5 小田内通敏 「内郷村踏査記」 『都会及農村』 4 巻11号，大正 7 年11月（『聚落と
地理』古今書院，昭和 2 年所収）





『人文地理』第 3 巻第 3 号，昭和26年
8 今 和次郎 「内郷村にて見たる
居住状態（一）（二）」




『都会及農村』4 巻11号，5 巻 1 号，大正 7 年11月，
大正 8 年 1 月
10 小野武夫 『農村研究講話』 改造社，大正14年
11 那須 晧 『農村社会学序説』 『大思想エンサイクロペヂア14』春秋社，昭和 5 年























































　　　 （『三越』 8 巻10号附録，大正 7 年（1918年）10月刊，同年 9 月 8 日講演，
柳田國男『郷土誌論』郷土研究社，大正11年（1922年）所収，『定本 柳田國









































































































石当りの現在価値 7 万 5 千円として，およそ 3 千万円の村高の減少， 5 公 5 民





昭和53年より）ので，村高は 1 戸当たり4.9石から2.9石に 2 石減少し，


















































































　　　 （『都会及農村』4 巻11号，12号，5 巻 1 号，2 号，大正 7 年（1918年）11月，




たと思われる。本稿における前掲第 1 論稿「津久井の山村より」は 8 月
の調査中における執筆であり，前掲第 2 論稿「相州内郷村の話」は 9 月


















































































































































































































































































　　　 2  ，道志川下の右岸に立つて，道志川に沿ふてる奥道志の奥深き
山村の風光を眺むる。








　　　 4  ，最も奥まつた南畑の気分―島のやうな穏かな感は，山に囲ま
れた環境とのんびりした人々の表情と相俟ちて。

























































































































































































・平成 6 年 8 月内郷村村勢一覧が紹介されている。
　　工産物　 6 万 9 千円（36.9％）（織物がその大部分）
　　農産物　 6 万 2 千円（33.2％）
　　　　　　 （大麦： 2 千 2 百石，小麦：千 5 百石，甘藷：21万 4 千貫，栗・
雑穀： 8 百石，米（水陸）：320石）























































































・その詳細項目は，「第 1  沿革及住民」は12項目 2 小項目，「第 2  風
土」は13項目，「第 3  土地」は13項目 2 小項目，「第 4  交通」は 4
項目 3 小項目，「第 5  農業及其他の生業」は33項目 4 小項目，「第
6  衣食住」は16項目 6 小項目，「第 7  社会生活」は 8 項目 8 小項目，
「第 8  衛生」は 4 項目 7 小項目，「第 9  教化」は12項目 5 小項目，















































































































































話」（『土俗と伝統』第 1 巻 3 号，大正 7 年11月），「鳥，その他の話」（『土俗と伝統』
















































































































































































































第 9 号，平成26年（2014年） 3 月。
・近藤政次「柳田國男に関する小論集Ｎｏ． 2 」2015年 2 月。
・佐谷眞木人『民俗学・台湾・国際連盟　柳田国男と新渡戸稲造』（うち第 3
章 1 「内郷村の共同調査」及び「失敗ではあっても」）講談社，2015年。
（ 2 ）　柳田國男「村を観んとする人の爲に」『都会及農村』 4 巻11号，12号， 5 巻 1
号， 2 号，大 正 7 年（1918年）11月，12月， 8 年（1919年） 1 月， 2 月（『郷
土誌論』郷土研究社，大正11年（1922年）所収），『定本 柳田國男集』第25巻，
『柳田國男全集』第 3 巻，『柳田國男全集 ちくま文庫』27。
（ 3 ）　本稿 7 節の「長谷川一郎」の項参照。
（ 4 ）　『相模湖町史』（歴史編）平成13年（2001年）。
（ 5 ）　柳田國男『大正七年日記』『定本 柳田國男集』別巻第 4 巻所収。
（ 6 ）　柳田國男『最新産業組合通解』（明治35年（1902年）（『定本 柳田國男集』第28
巻，『柳田國男全集』第 1 巻，『柳田國男全集 ちくま文庫』第30巻）。






























大正 7 年（1918年） 379 2,289
昭和15年（1940年） 373 2,458
昭和25年（1950年） 514 2,823
昭和55年（1980年） 885 3,219
平成12年（2000年） 1,844 5,413
平成27年（2015年） 1,959 4,727
備考：内郷村成立以前と合併による消滅以降は内郷村該当地域。
（『郷土誌論』大正11年、『定本』第25巻、p36、『全集』第 3 巻、p143）
＜付図＞神奈川県津久井郡内郷村全図（調査時）
